
（第17408号）東 京 都 公 報令和3年8月31日（火曜日）
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日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

１

目

次

告

示

○
都
営
住
宅
の
使
用
料
の
変
更
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…（
住
宅
政
策
本
部
都
営
住
宅
経
営
部
経
営
企
画
課
）…
�

○
都
営
住
宅
の
名
称
、
位
置
、
使
用
料
等
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
都
営
改
良
住
宅
の
使
用
料
の
変
更
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
都
営
住
宅
の
駐
車
場
の
廃
止
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
土
壌
汚
染
対
策
法
の
規
定
に
基
づ
く
汚
染
さ
れ
て
い
る
区

域
の
指
定
…
…
…（
環
境
局
環
境
改
善
部
化
学
物
質
対
策
課
）…
�

○
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
の
変
更
認
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
環
境
局
自
然
環
境
部
計
画
課
）…
�

○
漁
船
損
害
等
補
償
法
に
よ
る
付
保
義
務
の
同
意
を
求
め
る

た
め
の
届
出
…
…
…
…（
産
業
労
働
局
農
林
水
産
部
水
産
課
）…
�

○
都
道
の
区
域
変
更
（
五
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
建
設
局
道
路
管
理
部
路
政
課
）…
�

○
都
立
公
園
の
位
置
、
区
域
及
び
面
積
の
変
更
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
建
設
局
公
園
緑
地
部
公
園
課
）…
��

○
港
湾
施
設
の
変
更
…
…
…
…（
港
湾
局
港
湾
経
営
部
経
営
課
）…
��

告

示
（
海
区
漁
調
）

○
東
京
海
区
（
小
笠
原
地
区
）
に
お
け
る
共
同
漁
業
に
係
る

海
区
漁
場
計
画
案
に
つ
い
て
の
公
聴
会
の
開
催
…
…
…
…
…
…
��

規

程
（
交
）

○
東
京
都
交
通
局
と
関
東
の
鉄
道
会
社
等
と
の
企
画
乗
車
券

の
発
売
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
��

○
東
京
都
地
下
高
速
電
車
と
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
線
等
と

の
一
日
乗
車
券
の
発
売
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

公

告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
定
の
有
効
期
間
の
更
新
…
…

…
…
…
…
…
…
…（
生
活
文
化
局
都
民
生
活
部
管
理
法
人
課
）…
��

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
完
了
（
四
件
）
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
都
市
整
備
局
多
摩

建
築
指
導
事
務
所
開
発
指
導
第
一
課
・
開
発
指
導
第
二
課
）…
��

雑

報

○
東
京
都
職
員
共
済
組
合
特
定
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…（
東
京
都
職
員
共
済
組
合
）…
��

正

誤

○
平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
六
日
付
東
京
都
公
告
…
…
…
…
…
…
��

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
千
七
十
六
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
都
営
住
宅
の
使
用
料
を
次
の

よ
う
に
変
更
し
、
令
和
三
年
九
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
の
で
、
同
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子
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（第17408号）東 京 都 公 報令和3年8月31日（火曜日）５
◉
東
京
都
告
示
第
千
七
十
七
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

三
条
第
二
項
並
び
に
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
一
般
都
営
住
宅
の
名
称
、
位
置
、
構
造
及
び
規
模
、
戸
数
、
使

用
料
並
び
に
近
傍
同
種
の
住
宅
の
家
賃
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、

同
条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
告
示
第
千
七
十
八
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

三
条
第
二
項
及
び
第
五
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
都

営
改
良
住
宅
の
使
用
料
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
、
令
和
三
年
九
月
一

日
か
ら
実
施
す
る
の
で
、
同
条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

名

称

位

置

構
造
及
び
規
模

戸

数

収
入
の
額
が
一
三
九
、
〇
〇
〇
円

を
超
え
一
五
八
、
〇
〇
〇
円
以
下

の
者
に
適
用
さ
れ
る
使
用
料
（
月

額
一
戸
に
つ
き
）

近
傍
同
種
の
住
宅
の

家
賃
（
月
額
一
戸
に

つ
き
）

東
京
街
道
ア
パ
ー
ト

（
３１
号
棟
）

東
大
和
市
清
原
一
丁
目
一
番

中
層
耐
火

三
四
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

五
戸

二
六
、
五
〇
〇
円

七
六
、
七
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
〇
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

二
五
戸

三
〇
、
九
〇
〇
円

八
九
、
五
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル

五
戸

三
六
、
六
〇
〇
円

一
〇
五
、
九
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

同
右

同
右

同
右

一
〇
六
、
一
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

五
七
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

四
三
、
九
〇
〇
円

一
二
七
、
〇
〇
〇
円
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◉
東
京
都
告
示
第
千
七
十
九
号

次
の
駐
車
場
を
廃
止
し
た
の
で
、
東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九

年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第
九
十
三
条
の
規
定
に
お
い
て
準
用

す
る
同
条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
告
示
す
る
。

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

名

称

位

置

区
画
数

桐
ケ
丘
ア
パ
ー
ト
一
〇
一

駐
車
場

北
区
桐
ケ
丘
二
丁
目
二

番
ほ
か

四
五
区
画

東
中
神
ア
パ
ー
ト
駐
車
場

昭
島
市
福
島
町
千
三
番

二
五
区
画

◉
東
京
都
告
示
第
千
八
十
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お

り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い

う
。
）
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

別
図
の
と
お
り
（
荒
川
区
東
尾
久

八
丁
目
地
内
）

二

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準

に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、

シ
ア
ン
化
合
物
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
鉛
及
び
そ
の
化
合
物
、

ひ砒
素
及
び
そ
の
化
合
物
、
ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物
並
び
に
ほ
う

素
及
び
そ
の
化
合
物

三

規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有

害
物
質
の
種
類

鉛
及
び
そ
の
化
合
物
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◉
東
京
都
告
示
第
千
八
十
一
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十

八
条
の
七
に
規
定
す
る
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
の
変
更
認
定
を
し
た
の
で
、

法
第
十
八
条
の
七
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
八
条
の
五
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
変
更
認
定
を
受
け
た
鳥
獣
捕
獲
等
事

業
者
（
以
下
「
変
更
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
」
と
い
う
。
）
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

変
更
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
の
名
称

一
般
財
団
法
人
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー

二

変
更
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
の
住
所

墨
田
区
江
東
橋
三
丁
目
三
番
七
号

三

変
更
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
の
代
表
者
の
氏
名

理
事
長

大
塚

柳
太
郎

四

そ
の
他

一
の
変
更
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
は
、
法
第
十
八
条
の
五
第

一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
八
十
二
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
六
十
八
号
。

以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
漁
船
損

害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
を
求
め
る
た
め

の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
令
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
届
出
に
係
る
指
定
漁
船
調
書
を
縦
覧
に
供
す
る
。
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令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

加
入
区

の
名
称

発
起
人
の
住
所

及
び
氏
名

法
第
百
十
三

条
第
一
項
の

申
出
を
す
る

漁
業
協
同
組

合
の
名
称

縦
覧
期
間

縦
覧
場
所

八
丈
島

加
入
区

八
丈
島
八
丈
町

三
根
四
千
七
百

二
十
六
番
地
八

田
中

國
治

八
丈
島
八
丈
町

大
賀
郷
七
千
八

百
二
十
四
番
地

八広
江

篤
夫

八
丈
島
漁
業

協
同
組
合

令
和
三
年

八
月
三
十

一
日
か
ら

同
年
九
月

十
四
日
ま

で

八
丈
島
八

丈
町
三
根

四
千
二
百

六
番
地

八
丈
島
漁

業
協
同
組

合

◉
東
京
都
告
示
第
千
八
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
都
道
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

東
村
山
東
大
和

二

変
更
の
区
間

東
村
山
市
野
口
町
四
丁
目
十
六
番
六
十
地
先
か

ら
同
所
三
番
一
地
先
ま
で

三

変
更
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り
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◉
東
京
都
告
示
第
千
八
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
都
道
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一
㈠

路
線
名

立
川
所
沢

㈡

変
更
の
区
間

東
村
山
市
本
町
二
丁
目
二
十
番
百
二
十
一
地

先
か
ら
同
所
同
番
四
十
八
地
先
ま
で

㈢

変
更
の
概
要

別
図
表
示
⑴
の
と
お
り

二
㈠

路
線
名

所
沢
府
中

㈡

変
更
の
区
間

東
村
山
市
本
町
二
丁
目
二
十
番
四
十
八
地
先

か
ら
同
所
同
番
百
二
十
一
地
先
ま
で

㈢

変
更
の
概
要

別
図
表
示
⑵
の
と
お
り
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令和3年8月31日（火曜日）東 京 都 公 報（第17408号） １２
◉
東
京
都
告
示
第
千
八
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
都
道
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

青
梅
秩
父

二

変
更
の
区
間

青
梅
市
成
木
六
丁
目
七
十
六
番
一
地
内
か
ら
同

所
七
十
四
番
一
地
内
ま
で

三

変
更
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り



（第17408号）東 京 都 公 報令和3年8月31日（火曜日）１３
◉
東
京
都
告
示
第
千
八
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
都
道
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

大
久
野
青
梅

二

変
更
の
区
間

青
梅
市
梅
郷
一
丁
目
二
千
四
十
四
番
八
地
内
か

ら
同
所
同
番
一
地
内
ま
で

三

変
更
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り



令和3年8月31日（火曜日）東 京 都 公 報（第17408号） １４
◉
東
京
都
告
示
第
千
八
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
都
道
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

水
根
本
宿

二

変
更
の
区
間

西
多
摩
郡
檜
原
村
字
三
都
郷
七
千
五
百
十
番
一

地
内

三

変
更
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り



（第17408号）東 京 都 公 報令和3年8月31日（火曜日）１５
◉
東
京
都
告
示
第
千
八
十
八
号

東
京
都
立
公
園
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第
百
七
号
）

第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
東
京
都
立
公
園
の
位
置
、
区
域
及

び
面
積
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

公

園

名

変
更
内
容

変
更
年
月
日

東
京
都
立
東
伏
見
公
園

別
図
の
と
お
り

令
和
三
年
九
月
一

日



令和3年8月31日（火曜日）東 京 都 公 報（第17408号） １６
◉
東
京
都
告
示
第
千
八
十
九
号

東
京
都
港
湾
管
理
条
例
（
平
成
十
六
年
東
京
都
条
例
第
九
十
三

号
）
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
港
湾
施
設
の
規
模
を
次
の
と
お
り
変

更
す
る
。

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

種
類

名
称

規

模

変
更
前

変
更
後

所
在
地

変
更
年

月
日

港
湾

施
設

用
地

中
央
防

波
堤
外

側
地
区

港
湾
施

設
用
地

二
五
一
、

七
〇
六
・

九
九
平
方

メ
ー
ト
ル

二
五
二
、

一
八
六
・

九
九
平
方

メ
ー
ト
ル

大
田
区
令
和

島
一
丁
目
、

令
和
島
二
丁

目
、
江
東
区

海
の
森
二
丁

目
地
先
及
び

海
の
森
三
丁

目
地
先

令
和
三

年
九
月

一
日

告

示
（
海
区
漁
調
）

◉
東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
公
示
第
一
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
四
条

第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
海
区
（
小
笠
原
地
区
）
に
お
け
る

共
同
漁
業
に
係
る
海
区
漁
場
計
画
の
案
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公

聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
海
区
漁
場
計
画
の
案
は
、
本
委
員
会
事
務
局
、
大
島
、
三

宅
及
び
八
丈
支
庁
内
本
委
員
会
事
務
局
分
室
並
び
に
小
笠
原
支
庁
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会
長

有

元

貴

文

一

日
時
及
び
場
所

令
和
三
年
十
月
十
二
日
（
火
曜
日
）

午
後
二
時

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎
二

十
一
階
南
側

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
室

泫

開
催
日
に
つ
い
て
は
、
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情

に
よ
る
場
合
は
順
延
す
る
。

二

案
件

東
京
海
区
（
小
笠
原
地
区
）
に
お
け
る
共
同
漁
業
に
係
る
海
区

漁
場
計
画
の
案
に
つ
い
て

規

程
（
交
）

◉
交
通
局
規
程
第
四
十
号

東
京
都
交
通
局
と
関
東
の
鉄
道
会
社
等
と
の
企
画
乗
車
券
の
発
売

等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
交
通
局
長

内

藤

淳

東
京
都
交
通
局
と
関
東
の
鉄
道
会
社
等
と
の
企
画
乗

車
券
の
発
売
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

規
程

東
京
都
交
通
局
と
関
東
の
鉄
道
会
社
等
と
の
企
画
乗
車
券
の
発
売

等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
三
十
年
交
通
局
規
程
第
十
六
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
三
日
間
」
を
「
五
日
間
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
三
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
四
十
一
号

東
京
都
地
下
高
速
電
車
と
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
線
等
と
の
一
日

乗
車
券
の
発
売
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
交
通
局
長

内

藤

淳

東
京
都
地
下
高
速
電
車
と
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
線

等
と
の
一
日
乗
車
券
の
発
売
等
に
関
す
る
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
地
下
高
速
電
車
と
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
線
等
と
の
一
日

乗
車
券
の
発
売
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
六
年
交
通
局
規
程
第

四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
京
王
・
都
・
メ
ト
ロ
一
日
乗
車
券
」
と
い
う
。
）
」

の
下
に
「
、
地
下
高
速
電
車
線
と
東
京
メ
ト
ロ
線
及
び
東
急
電
鉄
株

式
会
社
鉄
道
線
（
以
下
「
東
急
線
」
と
い
う
。
）
と
行
う
一
日
乗
車

券
（
以
下
「
東
急
・
都
・
メ
ト
ロ
一
日
乗
車
券
」
と
い
う
。
）
」
を

加
え
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
京
王
・
都
・
メ
ト
ロ
一
日
乗
車
券
」
の
下
に

「
及
び
東
急
・
都
・
メ
ト
ロ
一
日
乗
車
券
」
を
加
え
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
及
び
京
王
・
都
・
メ
ト
ロ
一
日
乗
車
券
」
を

「
、
京
王
・
都
・
メ
ト
ロ
一
日
乗
車
券
及
び
東
急
・
都
・
メ
ト
ロ
一

日
乗
車
券
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

東
急
・
都
・
メ
ト
ロ
一
日
乗
車
券
を
所
持
す
る
旅
客
は
、
当
該

東
急
・
都
・
メ
ト
ロ
一
日
乗
車
券
の
有
効
日
に
限
り
、
東
急
線
の

全
路
線
に
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
乗

車
回
数
に
つ
い
て
は
制
限
し
な
い
。

第
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

東
急
・
都
・
メ
ト
ロ
一
日
乗
車
券
の
運
賃
は
、
第
一
項
各
号
の

運
賃
に
東
急
線
一
日
乗
車
券
の
運
賃
を
そ
れ
ぞ
れ
併
算
し
た
額
と

す
る
。



（第17408号）東 京 都 公 報令和3年8月31日（火曜日）１７

第
六
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

六

第
八
条
第
五
号
に
掲
げ
る
発
売
場
所
に
お
い
て
発
売
す
る
東

急
・
都
・
メ
ト
ロ
一
日
乗
車
券
（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
）

表

備
考

小
児
用
は
、
券
面
表
面
に
小
と
表
示
す
る
。

七

第
八
条
第
五
号
に
掲
げ
る
発
売
場
所
に
お
い
て
発
売
す
る
東

急
・
都
・
メ
ト
ロ
一
日
乗
車
券
（
外
国
人
向
け
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗

車
券
）

第
八
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

第
六
条
第
六
号
及
び
第
七
号
の
東
急
・
都
・
メ
ト
ロ
一
日
乗

車
券東

急
線
の
各
駅
（
こ
ど
も
の
国
線
及
び
世
田
谷
線
の
各
駅
を

除
く
。
）

第
九
条
第
三
項
中
「
の
払
戻
し
に
つ
い
て
は
、
京
王
電
鉄
株
式
会

社
」
を
「
及
び
東
急
・
都
・
メ
ト
ロ
一
日
乗
車
券
の
払
戻
し
に
つ
い

て
は
、
当
該
発
売
事
業
者
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
中
「
東
京
地
下
高
速
電
車
旅
客
営
業
規
程
」
を
「
東
京

都
地
下
高
速
電
車
旅
客
営
業
規
程
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
三
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

公

告

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
定
の
有
効
期
間
の
更
新

に
つ
い
て

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
五
十
一

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
認
定
の
有
効
期
間
を
更
新
し
た
の
で
、

同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
九
条
第
二
項
及
び
特

定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十

年
東
京
都
規
則
第
二
百
四
十
三
号
）
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
み
ら
い
の
森

二

代
表
者
の
氏
名

ダ
ニ
エ
ル
・
コ
ッ
ク
ス
、
ジ
ェ
ン
セ
ン
・
ジ
ェ
フ

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

港
区
芝
公
園
二
丁
目
六
番
八
号

日
本
女
子
会
館
六
階
Ｏ
Ｗ
Ｌ

四

更
新
さ
れ
た
認
定
の
有
効
期
間

令
和
三
年
一
月
十
三
日
か
ら
令
和
八
年
一
月
十
二
日
ま
で

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

浅

井

勉

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

国
立
市
富
士
見
台
四
丁
目
二
十
九

番
三
の
一
部
、
同
番
三
地
先
、
同

番
四
及
び
立
川
市
羽
衣
町
三
丁
目

四
十
六
番

小
平
市
鈴
木
町
一
丁
目
四
百
七

十
五
番
地
一

武
蔵
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役

深
松

優

青
梅
市
大
門
一
丁
目
四
百
五
十
五

番
五
、
同
番
五
地
先
、
同
番
六
、

四
百
五
十
六
番
一
及
び
四
百
五
十

七
番

青
梅
市
河
辺
町
十
丁
目
四
番
地

十株
式
会
社
Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ

代
表
取
締
役

藤
野

大
輔

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

浅

井

勉

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

小
平
市
花
小
金
井
南
町
二
丁
目
千

百
十
八
番
及
び
千
百
十
九
番
の
各

一
部
、
同
番
地
先
並
び
に
同
番
二

東
久
留
米
市
滝
山
四
丁
目
十
二

番
十
五
号
滝
山
中
央
ビ
ル
二
〇

五株
式
会
社
コ
ヤ
マ

代
表
取
締
役

小
山

定
雄

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
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項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

浅

井

勉

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

調
布
市
深
大
寺
東
町
五
丁
目
十
六

番
十
五
の
一
部
、
同
番
十
五
地
先
、

同
番
十
六
か
ら
同
番
十
八
ま
で
の

各
一
部
、
二
十
番
二
か
ら
同
番
七

ま
で
、
同
番
三
十
四
の
一
部
及
び

同
番
三
十
五
か
ら
同
番
三
十
八
ま

で

三
鷹
市
牟
礼
六
丁
目
一
番
二
号

髙
𣘺

誠
策

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

浅

井

勉

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

清
瀬
市
中
清
戸
五
丁
目
九
十
一
番

二

新
宿
区
西
新
宿
三
丁
目
七
番
一

号東
京
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
株
式
会

社
代
表
取
締
役

𠮷
田

匡
秀

雑

報

東
京
都
職
員
共
済
組
合
特
定
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
職
員
共
済
組
合

理
事
長

多
羅
尾

光

睦

◉
東
京
都
職
員
共
済
組
合
規
則
第
一
号

東
京
都
職
員
共
済
組
合
特
定
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
職
員
共
済
組
合
特
定
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
則

（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
職
員
共
済
組
合
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
十
三
項
中
「
第
十
九
条
第
七
号
」
を
「
第
十
九
条
第
八

号
」
に
、
「
総
務
大
臣
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
三
項
中
「
第
十
九
条
第
十
二
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
」

を
「
第
十
九
条
第
十
三
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
総
務
大
臣
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
九
条
第
七
号
」
を
「
第
十
九
条
第
八

号
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
十
九
条
中
「
第
十
九
条
第
七
号
」
を

「
第
十
九
条
第
八
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
中
「
第
十
九
条
第
十
二
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
」
を

「
第
十
九
条
第
十
三
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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